
【研究論文】

教材の文構造分析を基にした「読み」の指導のあり方

― 「 思 考 ユ ニ ッ ト 」 に よ る 教 材 分 析 ･ 指 導 ･ 評 価 ―

西原 秀明

1. 研究の目的

本研究は,元伊那北小学校校長 湯洋正範が開発した ｢思考ユニット｣

による教材分析法の可能性 と,｢思考ユニットlによる文章構造分析が実践

的で有用な分析であることを実証することを目的としている｡

｢思考ユニット｣とは,西尾実と林四郎の教材研究方法論を基に,教材

の文章構造を分析するための観点 ｢文章展開の形Jを類型化 ･記号化 した

ものである｡このパターンを｢思考ユニット｣と名づけた｡｢思考ユニット｣

とは以下のものである｡(教材分析 しやすいように文記号を決めた｡)

1二.支間 に時 l司的 農 一円の な い愚 書 ユ ニニッ ト

2 二珊 に時 T句的 阜PIの な い思 考 ニ1ニ ッ ト

3 二 又†町に時 rT)的 展開 の な い愚 書 こlニエッ ト

4 二丈 t甘】に時 Itl的 展開 の な い愚 考こしニエッ ト

5 二文 l明に時 間 的 卓関 の な い思 考> ニ ッ ト

8 二又 l司に時 rT)的 泉 粥 の あ る思 考ユ･ニ ッ ト

7 二文 rPlに時 rT】的 展卵 の あ る息 事ユ ニ ッ ト

8 二 文I句に時 rh7的 展 粥 の あ る思 考ニ1ニ ッ ト

9 二二だFF)に時 rq的 呆朋 の あ る思 考ユ 三二+/ ト

り■文 事 ∋書の独 立J

r並 び J

r対比j

rいいカ▲えj
r呼応 J

rJtJ巳展 開J

rスノレト型居 r粥J
rソコチ型 長一粥J

r事･･一缶 展PRJ

文 盲巳号

文 I己号

メ:育己号

文 7己号･
文 吉己号

又r己号

文 妃 号

文 吉巳号

文 妃 号

i

‥
丁

什
i

_

/
言

これらの ｢9つの思考展開のパターンlつまり r思考ユニットJで教材分

析することによって,文章構造が視覚的に捉えることができるのである｡

構造が明らかになることで,｢言葉の力をつけることになるかどの構造 ･展

開を捉えさせるべきか lまた ｢子ともたちの読みがどの構造 ･展開に気づ

いている読みなのか fということがわかって くるのである｡つまり作品の

文章構造が分析されたことで,｢子ともたちに読み取らせなければならない

指導内容 lや.｢どこまで読みが高まっているかという評価観点 lなどが見

えて くるのである｡それは,子どもたち一人ひとりの ｢直観的で素朴な読

み lを文章構造から位置づけ統合することにつながるのである｡

｢思考ユニット｣を開発 した理由は,教育現場で ｢読む学習｣における
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教材研究が疎かにされているからである｡教材研究というと,現場では｢児

童 ･生徒研究｣｢指導 ･評価方法研究｣に重きがおかれ,教材そのものの分

析は ｢形骸化 l｢形式化 ]されていたり.｢主題 I探 しのための手段となっ

ていたりしているのが現状である｡その理由として,

① 長野県において,西尾実の ｢主題 ･構想 ･叙述｣という研究体系が主

流をなし,確固たる教材分析 として位置づいたため,教育現場の国語

教師が新 しい教材分析法を作 り出す ･求める必要性を感 じていない｡

② ｢主題 ･構想 ･叙述｣は,文章分析法として簡便かつ優れたものであ

り,文章分析の三現点として形が定着 したため,｢教材分析｣が形式

的なものになってしまった｡

③ ｢主題 ･構想 ･叙述｣は教材研究のための三統点であったものを,誤

って受け止めて｢主題｣を探すための｢授業の過程｣として しまった｡

さらに ｢主題｣探 しの読解指導が,｢詳細な読解に偏 りがちだった指

導｣という批判と短絡的に結びついて しまい,｢教材分析｣よりも｢学

習者研究｣｢指導研究｣｢評価研究｣の方が重要であるという意識に向

かってしまった｡

の三点があげられる｡

｢文章の詳細な読解指導への批判｣｢読解力の低下｣が問題となっている

今,｢読む力 lを高めるために教材で ｢何を教えるか lという基本姿勢に立

ち返 り,テキス トの言葉を分析する ｢教材分析｣を教材研究の出発点にし

て授業を構築 していく必要がある｡

｢思考ユニット｣による教材分析によって,次のような ｢読む力を高め

る授業｣が実現する｡

① 教材分析から,指導内容 ･読みの高まりを評価するための観点が導

き出せる｡

② 学習者一人ひとりの直感的な読みを,文章構造分析を基に ｢価値あ

る読み取 り｣として評価することができる｡

③ 学習者一人ひとりの直感的で断片的な捉えを,文章構造を基に叙述

の関連や読み取 り内容の関 りから全体の読みとして統合でき,読み

の共同学習として組織できる｡

④ 一人ひとりの読みを,友の読み取 り内容や捉えた叙述か ら比較 した

り,文章構造で確かめて批正 した り自己検討したりすることができ
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る｡

以上,『｢思考ユニットlによる教材分析の実践的有用性』について四つ

の統点を,授業実践によって実証 した｡

2.研究の方法

上記の目的を解明するために以下のように研究を進めた｡

(1) 第-章では,戦後 ｢読みの学習｣の歴史的概観をする｡さらに,今回

研究を進める中で,論者が新たに発見した ｢松川中学校での西尾実 ･

林四郎の授業研究会記録テープ｣を中心に考察 し ｢読みの本質｣を再

検証 して,｢読む力｣の定義をする｡

(2) 第二章第-節では,教材研究に関する理論研究が盛んに行われた昭和

33年以降昭和 60年代までの教材研究方法論から学び,教材研究の

意義を探る｡第二節 ･第三節では,｢思考ユニット｣の理論の基盤とな

った林四郎の ｢文章論 ･教材研究方法論｣から学ぶ｡

(3) 第三幸男一節では,｢思考ユニット｣を生み出した経過と基礎理論に

ついて解説する｡さらに,第二節 ･第三節では,分析の実際と退去の

実践から ｢思考ユニット｣による教材分析方法の可能性を論証する｡

(4) 第四章 ･第五章では,実践を通 して ｢思考ユニット｣による教材分析

が指導 ･評価の一体化につながる実践的教材分析であり,｢読む力｣を

高めるための授業が構築できる有用な教材分析であることを実証する｡

(5) 結章では,本研究の成果と今後の課恩を考察する｡

3.研究内容

序 章

第一章 ｢読み｣の問題の所在

第二章 戦後の｢読み｣における教材研究方法論再考と林四郎の教材研究方

法論

第三章 ｢思考ユニット｣の基礎理論と教材分析法としての可能性

第四章 ｢思考ユニット｣による教材分析の実践的有用性の実証 1

第玉章 ｢思考ユニット｣による教材分析の実践的有用性の実証2
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結 章

4.研究の概要

各章ごとに研究の成果を記述 していくが,特に第五章での実証を具体的

に説明する｡

第-章では,｢読みの学習｣を中心に戦後の国語教育の流れを振 り返 り,

長野県において ｢文学的な文章の教材分析 と読解指導｣の方法として,長

く広 く行われてきた ｢主題 ･構想 ･叙述｣の方法体系について,西尾実 ･

林四郎の講演記録を中心に検証をし,｢読みの本質｣とは何かを探った｡次

のことが確認できた｡

① 時枝 ･西尾論争は,両人の思いの外で過度に論争化されたものであ

り,両者が求めたものは,｢読む力｣をつけるという点で何も大き

く変わるものではない｡

② ｢読む力｣とは,作者 ･筆者の想を素直にたどって読む力である｡

③ ｢主観から脱する読み｣になるために,教材分析をすべきである｡

④ ｢主題 ･構想 ･叙述｣そのまま授業過程としたのは誤 りである｡
｢読む力 lとは,｢書き手の思考 (想)の流れを.言葉をたどりながら素
直に捉えて読むことができること lと定義 した｡

第二章では,教材研究のあり方を戦後の教材研究方法論から学んだ｡教

材研究 とは ｢素材,学習者,指導者｣の三位一体としたものでなければな

らないということがわかった｡｢読む学習｣の基盤となるテキス トを分析す

ることは,教材研究の出発点となっている｡どのような学習者に,何をど

のように指導 し･学習者の読みを評価するかということを決めるのは,敬

材分析を抜きには考えられない｡林Pg鮎の文章論を基にした ｢文型による

文章構造分析｣の分析者によって大きくぶれるものではな く定位された分

析の視点であることがわかった｡

第三章では,林の ｢文章論｣｢文型教育研究｣の理論を基に,湯淳正範が

開発した ｢文塊を系統化 して分析する方法 :思考ユニット｣の解説と可能

性を論 じた｡過去の二つの実践の比較から,｢抜き出し的な叙述の分析 ･教

師の読んだ主題に迫 りそうな叙述だけを抜 き出した分析ではな く,構造と

して捉えた叙述をもとに分析すること｣が,一人一人の子どもの直感的で
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素直な考えを生かした授業につながることを論 じた｡

第四章では,｢春のうたJを教材に実証授業を行い,子 どもの読みの姿を

診断的 ･形成的 ･総括的評価の三段階から考察 し,｢思考ユニッ ト｣による

教材分析の有用性について論 じた｡ この実践から,文章を読むとい う行為

は,大人であろうと子 どもであろうと,教師であろうと学習者であろうと,

書き手の思考の流れを言葉でたどるとい うことでは変わることはなく,文

章構造を明らかにしようす る ｢思考ユニッ ト｣による教材分析は,学習者

の読みから帝離 したものにはならないことがわかった｡

そ して ｢文章構造を捉えた読みであるかないか｣とい う評価観点は ｢読

みの高ま り｣を評価す るための観点として具体性をもち実践的な評価観点

であった｡

また ｢書き手の思考 (想)の流れを,言葉をた どりながら素直に捉えて

読む｣ためには,｢文章構造を捉えて読まなければならないJとい うことが､

子 どもの読みの姿から明 らかになった｡解釈に違い.はあっても,感 じたこ

とをたどる読みのプロセスは,教師も学習者も変わることはないことは,

学習者の文章構造の捉えか らも明らかであり,学習者に即 した実践的で有

用な教材分析であった｡

しかし,さらに有用性を実証するためには次の改善点が明らかになった｡

① 教材価値を改めて問い直 し,｢教材で何を教えるのかJを明確にしぼり

ながら教材化を図る｡

② ｢文章構造を捉えた読みであるかないかJとい う評価観点を生か して工

夫改善を行 う.

③ r叙述の関連｣｢読み取 り内容の関連｣を明確にして指導を行 う.

④ 自分の読みを文章構造で確認 し自己検討 した り,友の読み と比較 した り,

文塊 と文塊の関連を意識 させた りできるような教材化 ･指導 ･評価の構

築を行 う｡

第五章では,第四章の実証授業の成果 ･課題から,教材化 と指導 ･評価

項 目･観点の改善をし,｢思考ユニッ ト｣による文章構造分析が ｢読みを高

めるための教材化｣ と ｢学習者の読みの評価｣を導き出すのに有用である

ことを授業実践の考察から論証 した｡

授業実践を通 して,次の四点の ｢思考ユニッ ト｣による教材分析の実践

的有用性が実証できた｡
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① ｢思考ユニット｣で文章構造分析 した結果,言葉をたどりながら素直

に捉えさせるために,作品を文塊 1と文塊 2に分けて読ませるという

教材化ができ,指導内容と評価の観点が具体化 したこと｡(実証の観

点G))

② 指導者が ｢思考ユニット｣で分析 した文章構造から導き出した評価の

観点で子ともたちの様々な読みを｢価値ある読み取 り｣として評価 し

たこと｡(実証の臨点(診)

③ 文章構造分析を基に,子ともたちの読みを構造や叙述から関連させる

指導 ･支援ができたこと｡(実証の観点③)

④ 自分の捉えを文章構造で確認させることで,子どもたち自身が読み取

りを自己検討し修正することができたこと｡(実証の観点④)

上記の実証の具体を,教材分析の実際と,実証授業での子ともたちの読

みの姿で示す｡

4.1 ｢思考ユニット｣･による教材分析

/

ス
ル
ト
音

E

ス
ル
判
断
文

【教材分析の概要】

(9 文塊 1の流れであたしの子ネコに対する想いが表されている｡

② 文塊 1と文塊 2の展開に特徴がある｡文塊 1が刺激になって,そ

れに対する反応が文塊 2で意外な展開となって措かれている｡
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【教材分析からわかる教材の価値】

｢子供の五感で詩を書く｣というまと ･みちおのメッセージが文章構造

に表れている｡

子どもの視点と大人の視点の差異が構造に表れている｡

文塊 1と文塊 2の意外な展開にこめられた｢まど･みちおのメッセージ｣
を読み解 く｡

そのためには,以下の指導内容と手だてが考え出される｡

【教材分析からの教材化】

① 文塊 1における ｢作者 (わたし)の思考の流れ｣を,言葉をたどらせ
て捉えさせること

也 たかせてもらった→かるくて小さくてかすかだったl . かわいいきれいなにおいがする

② 文塊 1と文塊2の ｢文章展開｣を捉えさせるため,教材の提示方法を
工夫し,単元展開を考える○

-第-時では文塊 1を読む,第二時では文塊 1と文塊 2を通 して全体で#

貞冗む○@ 文章構造分析を基に,子どものさまざまな読みを関連させる.

同じ叙述からの関連 同じ捉えからの開封

【実証授業の主眼】

文塊 1から読み取ったことを学習カ- ドに書いた子どもたちが,『目を

つぶっていてあげたい』や 『すきとお.るような/きれいなにおい』などの
叙述に看目し,『あんまりかわいいから』に表出されているあたしの子ネコ
に対する想いを読み取 り,文塊 2と関らせて考えることを通 して,スル ト

【教材分析結果を基に設定した評価項目とその統点】

Ⅰ 子どもの実態把握 (診断的評価)

文 1.文2と文3の叙述を関らせて読んでいる

秤価観点 1 文 1の叙述を中心に捉えている

2 文2の叙述を中心に捉えている

3 文3の叙述を中心に捉えている

ⅠⅠ 指導 (形成的評価)
文塊 1(文 1-文3)の読みを文塊2(文4-5)の叙述と関らせて読
もうとしている
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秤 2 おばさんの言動だけを捉え,｢言わなければいいq)に｣などと消
価 極

観点 的に捉えた○3 おばさんの言動によって,｢ジンチョウゲ｣のかおりと｢子ネコ｣
のイメージを重ね合わせて合わすことができp｢さらにもつと子

ネコがかわ

いらし

いと感 じた｣などと捉えた.

4 ｢子ネコはすきとおるようなきれいなにおいがする｣｢きれいな
においなんだ｣など文塊 1での読みを文塊 2のおばさんの言動
と比較 .関連させて捉えたこ

Ⅲ まとめ (総括的評価)
文塊 1での読みを生かし,文塊 2の展開に措かれた ｢あたし (子とも)
の視点 (かわいい⇒きれいなにおい)とおばさん (大人)の視点 (きれい
なにおい⇒ジンチョウゲのにおい)｣の違いを読み,作品に込められた｢ま

以上のように,｢思考ユニットlによる教材分析から,指導内容,そのた

めの教材化,子ともたちの読みの高まりを評価するための項目 ･観点が導

き出され,子ともたちの実態とあわせて設定できた｡(実証の観点①)

4.2 文塊 1の読みの実際

3 2 1

.あ
ん
ま
り

か
わ

いい
か
ら

こ
ん
な
に

闇

川凶

闇

凶

が

す

る

の

か
し
ら

也

(だ
か
ら
)

お
と
な
り
に

行
っ
て

匠

の
子
ネ
コ
を

だ
か
せ
て
も
ら
っ
た

あ
た
し
の
む
ね
に

ね
て

子
ネ

コ
は

か
る
く
て
小
さ
く
て

目
を
つ
ぶ
っ
て
い
て
あ
げ
た
い
く
ら
い
に

か
す
か
だ
っ
た

子どもたちは,文塊 1を文

1･文2と文3の叙述を関ら

せながら,｢匪かせてもらJ
った一事かる くて小さ くてか

け かたったt ･ かわいい

坐j _ きれいなにおいがす

る｣という想の流れを素直に

捉えて読んでいった｡その読

みの姿を以下に示す｡

KS児は,文塊 1の流れを捉え,｢すきとおるようなきれいなにおい｣と

いう詩的表現を ｢生まれたはかり｣という叙述と関連させて次のように発

言した｡

KS児 :｢生まれたばかりの子ネコを｣つていうところと｢すきとおるよう
な｣つていうところが,つながっていると思う.

-30-



それからどういうことがわかったかな?

KS児 :はい,生まれたばかりだと小さくて,透き通っている｡
また,教師 (T)は,KS児の構造の捉えを ｢価値ある読み取り｣である

と評価 し,他の子ともたちに繰 り返 して知らせている｡(実証の観点②)

次は,｢すきとおるようなきれいなにおい｣という詩的表現をなかなか解

釈できなかったKH児が友の読みによって,自分の読みと比較検討 し,読

みが高まった姿である｡また,教師は同じ叙述から子どもたちの読みを関

連させたことで,読みが高まった姿でもある｡(実証の観点③④)

YH児 :わたしは,｢すきとおるようなきれいなにおいが｣つてところで,
子ネコの心の中の優 しさやうれしさのにおいじゃないかなと患う.

T :先生も感 じたな○それでね,においについてね,ちょっと考えて
くれた人いたよね.Hさん｡

KH児 :えーとL,わたしは rすきとおるようなきれいなにおい｣つてどう
いうにおいつて思っていたんだけど,今の (YH児の意見)で.鼻で
感 じるにおいじやなくて,心で感 じるにおいだと思いました.あと,
この言葉には,なんか触った感じが混ざっているんじゃないかと思い
ました.｢きれいな lというところと.....｢日をつぶっていてあ

次の読みは,単純に言葉と言葉を関連させているだけでな く,あたしの

想の流れを言葉をたどりながら読み取ったものである｡

MH児 :｢生まれたばかりの子ネコ｣は命が宿っていることで,｢あんまり
かわいいからこんなにすきとおるような きれいなにおいがするの

かしら｣つてところは,つながるんだけれど ...宝且 皇_,小さく
て愛らしいから,優 しくてきれいなにおいがした.

T:ここなんだ.(緑をひ く)ここ全体 (文1と文2)が○Hさんは,｢生

MH児の読みは ｢生まれたばかり (文 1･2)だからきれいなにおいが

する (文3)｣と捉えているのである｡｢だから｣という言葉を聞き逃さず

評価できたのは,教師が文章構造を分析 し把握 してあったからである｡(実

証の観点②)

4.3文塊 1･2の読みの実際

文塊 2を提示すると,子どもたちは驚きや戸惑いを見せ,なんとか展開

を読み取ろうとするあまり,次のような ｢言葉をたどらず素直に捉えてい

ない読み｣が出された｡

HK児:僕は,｢目をつぶっていてあげたいくらいにかすかだった｣までは,
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子ネコのことで,｢あんまりかわいいからこんなにすきとおるような
_きれいなにおいがするのかしら｣から ｢ジンチョウゲがさいているの

これは文章構造を無視 した読みである｡そこで教師は

T:題名は ｢子ねこ｣で,文3までは絶対に ｢子ネコ｣の話です｡なぜか
というと,Hさんが ｢だから)といっているように,文3まではつな
がっているんですよ｡

とHK児の読みの方向を是正 した｡前述 したMH児の読み ｢だから｣を取

り上げたことで,HK児は自分の読みを修正させた｡文章構造に忠実に読

むことで,読みが修正されたのであるO

YH児:｢そういったらおばさんが笑った ほほほ それはあそこにジン
チョウゲがさいているのよ｣つてところから,′ああ,だまされたなつ

YH児の ｢だまされた｣というその読みではのままでは,｢書き手の想｣

を捉えないことになって しまう｡ていないことになる｡ しかし,この読み

を修正するのは非常に乾 しい｡そこで同じ叙述から関連させた｡

KS児:｢そういったらおばさんが笑った ほほほ ジンチョウゲがさい

てい~るのよ｣つていうとこは,｢きれいなにおいがするのか しらtのまと_塗_監_と思うんだよね○
T-73:どういうまとめなの?
KS児 :においとか.子ネコが軽かつたとか.かすかだったとか.生まれ

-たこととかが.全部そこ に入っているんだと思う.ネコに対する想い-がまとめて,その最後のところに気持ちが入っている.

KS児の読みは,｢文塊 1(文 1-文 3)の読みを文塊 2(文 4-5)の

叙述と関らせて読もうとしているんでいる｣おばさんの言動にもかかわら

ず 『子ネコはすきとおるようなきれいなにおいがものであ り,この読みの

文章構造の捉えによって,YH児は

YH児:私はさっきだまされたって言っちやったんだけど,｢さいているの
よ｣つていうところから,本当はそこに咲いているんだけど,あの匿

名は子ネコっていうのだから,心の中にジンチョウゲの花が咲いてい
るような優 しさがこもっているような気がする｡

と修正 した｡以上の姿から,文章構造で碇かめてさせることによって,

一人ひとりの読みを,友の読み取 り内容や捉えた叙述から比較 したり,批

正 した り自己検討 したりすることができたことがわかる｡(実証の観点④)

4.4 文塊 1と文塊 2の展開からメッセージを読み解いた実際

話 し合いが進むにつれ,今までに出された友の読みと自分の読みを比較
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したり,文塊1と文塊 2を対比させたりしながら,子ともたちの読みは統

合舌れ,次のように次のような文構造でまとみちおのメッセージを読み解

いた実際で｡'(実証の観点③)

YX児は,｢あたし｣と｢おばさんJの視点の差異を捉えている｡さらに,

｢子ネコのにおいはジンチョウゲみたいないいにおいがする｣ということ

を直接言及せずに,おばさんの言動によって ｢におい｣が暗示されて伝え

ていると読み解いているのである｡

YK児 :最初の所は,体験 したことだと思うんだけど〇､でも,あとから間
があいてきた ｢そういったら｣つていうところからは,良_全曲
だと思うんだよ.

自分は,(子ネコはすきとおるようなきれいなにおいがすると)忠

えても,やっぱり他のそこに出てくるおばさんとか,(子ネコはに

ゲがさいているのよ』つて言った
ジンチョウゲつてちゃんとお花の名前がちゃんと出ているつてこと

は,なんかやっぱりその子ネコは一番お花の中でもいいにおいがし

M児の ｢話題が変わる｣という発言から,文塊 1と文塊 2を明確に捉え

ていることがわかる｡そして,｢おばさんはジンチョウゲだと思っていた｣

という発言から ｢おばさん｣と ｢あたし｣の視点の差異を捉えてお り,M

児は ｢子ども｣の視点から読んでいることがわかる｡

M児 :｢こんなにかわいいからきれいなにおいがするのかしら｣から｢そ
ういつたらおばさんが笑った...｣で,ここで話題が変わるけど,
おばさんは ｢こんなにきれいなにおいがするのかしら｣つてところ
を子ネコじゃなくてジンチョウゲが咲いていることだと思っていた

L児の読みは,文塊 1と文塊 2の文章展開で ｢子供の五感｣と ｢大人の

鈍った感受性｣を捉え,｢おばさんの言動｣によって ｢生まれたばかりの子

ネコのにおい｣を暗示していることを見事に読み解いているのである｡

L児 :女の子は,子ネコがとってもかわいいから,ジンチョウゲの花の
ようなにおいがして,おばさんは,ジンチョウゲの花が咲いている
のを知っていたし,女の子みたいに強 く子ネコをかわいいと思って

この実践を通 して,次の四点が実現できたのである｡

① ｢思考ユニット｣で文章構造分析 した結果,言葉をたどりながら素直
に捉えさせるために,作品を文塊 1と文塊2に分けて読ませるという
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② 指導者が ｢思考ユニット｣で分析 した文章構造から導き出した評価の

観点で子ともたちの様々な読み_を ｢価値ある読み取 り｣として評価で
きた.

③ 文章構造分析を基に,子どもたちの読みを構造や叙述から関連させる
指導 .支援ができた.

丁④ 自分の捉えを文章構造で確認させることで,子ともたち自身が読み取

このように 『｢思考ユニット｣による教材分析』は,｢読む力を高めるた

めの授業｣が構築に有用な教材分析であることが実証できたのである｡

5.研究のまとめと残された課題

研究のまとめとして ｢思考ユニット｣による教材分析の実践的有用性に

ついて次のような結論に達 した｡

(9 文 と文とのつなが りをわか りやす く類型化 しまとめた ｢思考ユニッ

ト｣は,指導者が教材分析をする際に,作品の構造を捉えやすい,ま

た,記号化 してあるため,文章構造図が作 りやすく,文章構造を視覚

的に捉えることができる｡

② 教材分析を｢抜き出し的な叙述の分析 ･教師の読んだ主題に迫 りそう

な叙述だけを抜き出した分析｣ではなく,文章構造分析することが大

切である｡それが,一人一人の子どもの直感的で素直な考えを生かし

た授業につながるのであり,その方法論の具体として｢思考ユニット｣

による教材分析がある｡

③ 指導者として ｢主観から脱する読み｣が教材分析における基本的姿勢

であるために,一つのアプローチとして文章構造を分析することで自

分の理解を確かめるということがあ り,そのような指導者の教材に対

時するスタンスとして,｢思考ユニ ット｣による教材分析は有用であ

る｡

④ ｢思考ユニット｣で文章構造分析 した結果,子ともたちにどの文展開

をどう読ませれば読みが高まるかという指導内容と評価の観点が明

らかになり教材化ができる｡

⑤ ｢思考ユニット｣で文章構造分析 したことから,子ともたちの様々な

読みを言葉や叙述の関連のさせ方,文塊の捉えといった観点から評価

できると同時に,子どもたちの読みを構造や叙述から関連させる指導

ができる｡
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@ 子ともたちが言葉から離れすぎて飛擢 した読み (素直に捉えない読

み)をした際に,子どもたち自身が自分の読みを文章構造で確認しな

がら自己検討し修正していけるように支援するために,｢思考ユニッ

ト｣による文章構造分析が有用である｡

｢思考ユニット｣の理論が教育実践で活用されるためには,次のような

課題が残されている｡

① ｢思考ユニット｣の基礎理論の平易な解説

｢思考ユニット｣について次のような具体的な方法で説明をしてい

く必要がある｡

(ア) 文型の頬別が実例から分かるように,児童文学作品や教科書

教材文からより多くの文型例文を集めて示して解説する

(イ) 教科書教材文を使った ｢思考ユニット｣による分析例をより

多く示 し,文章展開の実際を解説する｡

(ウ) ｢思考ユニット｣が実践的な分析の現点であることを,実際

の子ともたちの叙述の捉えと ｢思考ユニット｣が合致 している

実例を示して解説する｡

② ｢読む力｣を高めるための授業実践の積み重ね

本研究では詩教材で ｢思考ユニット｣の有用性を実証 したが,文学

教材 ･説明的文章教材においても有用であることを,授業実践を通 し

てさらに実証 していく｡

また現在,｢読む力｣を ｢読み書き｣の技能として燥小化されていく

方向を危倶 している｡｢読む力｣とは ｢書き手の思考の流れを,言葉を

たどりながら素直に捉えて読むことができること｣であることを授業

実践から示 していく必要がある｡それが,｢詳細な読解｣の批判に対す

る大きな解答になるはずである｡

③ 一人ひとりに対応 した ｢読むこと｣の評価方法の工夫改善

授業の中で一人ひとりの読みの力の高まりを詳細に評価すること

は容易ではない｡導き出された評価の観点をどのように評価 していく

かという方法をこれから工夫改善していく必要がある｡

㊨ ｢教材分析｣結果の更なる精度

｢思考ユニット｣による教材分析結果は,実践の積み重ね,子どもの

読みの姿から,常に修正していくことは当然である｡また,客観的な
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分析を目指すためにも,一人で分析をするだけでなく,他の指導者の

分析結果 と比較検討しながら,分析を重ねてい く必要がある｡｢思考

ユニット｣による教材分析を行っている指導者との交続の場を作って

いくことが重要である｡

文化審議会の答申,OECDの ｢生徒の学習到達度調査｣(PISA)結

果,文部科学省の ｢読解力向上プログラム｣作成など,国語力が ｢読解力｣

に求められ始めている｡極端にゆ り戻る流行に走った指導ではな く,目の

前にいる子どもたちに ｢読む力｣をつけるために,指導者はまず ｢教材分

析｣を出発点にしていくことこそが,過去の先人が研究 してきた ｢読むこ

と｣の本質に則った地道で着実な｢読むことの指導｣につながり,｢読む力｣

を高める授業を構築できるのである｡

私たち国語教師は,子どもたちに ｢読む力｣をつける,すなわち ｢相手

の想を言葉をたどりながら素直に捉えて受け取ることができる豊かな言語

生活者｣として子どもを育成 してい くことを目指 していかなければならな

いのであるC
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